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【原著論文】

加藤廣志監督にバスケットボールを手ほどきした女性教師 
―桂田キサ略伝―

水谷　豊

A female teacher who initiated Coach Hiroshi Kato into basketball: 
A biographical sketch of Kisa Katsurada

Yutaka Mizutani

Abstract

It can be safe to claim that everyone among Japanese basketball people agrees that Mr. Hiroshi Kato is absolute-
ly one of the very outstanding coaches in the history of high school basketball in Japan, because he led the 
boyʼs team of the Akita Prefectural Noshiro Technical High School from 1960 to 1989 and accomplished 33 wins 
in all at national tournament. Thus, there are a number of people who are interested in the moment of his bas-
ketball life.
In this connection, he had already revealed a fact in his own book published in 1992. According to his writing, 
he mentions that a young female teacher initiated him to basketball while he was at elementary school in his 
home town in Akita prefecture and her name is Kisa Katsurada. If so, it is very understandable that many peo-
ple are drawn into his writing about her. However he doesnʼt refer to her anymore except the writing in his 
book. And it should be noteworthy that no previous research on her is nevertheless done until today.
It is the purpose of this study to trace her whole life and try to clarifying how she could learn the sport as well 
as how she met Mr. Kato, how she inspired him and what the rest of her life she had as well.
As a result, the followings came to light as the conclusion of this study;
1 ）	� She played in earnest basketball while she attended the Odate girlʼs high school in the city of Odate, Akita 

prefecture, where she was born and lived until she was at the age of 18.
2 ）	� Eventually she became a teacher and taught him at the Yoneta Elementary School in the town of Fujisato, 

Yamamoto county, Akita prefecture.
3 ）	� She met Mr. Kato there for the first time when he was 9 years old and initiated him to basketball for 4 

years until his commencement of junior high school. To Mr. Kato, the encounter with her became a “trig-
ger” to his basketball life because he could come to know the fun of the sport through the basics she gave 
to him.

4 ）	� He was indeed influenced by her and she continues to live in his memory. It can be sure to say that she 
has to be a very excellent teacher not only because she led Mr. Kato down a path of wanting to play bas-
ketball, but because she performed the cultivation of his character.

5 ）	� Her teaching/coaching of basketball to Mr. Kato at the elementary school consequently created a great 
coach in Akita prefecture. This doesnʼt mean that it is only an unknown anecdote that she initiated him to 
basketball in times of war. From the view point of history of basketball in Akita prefecture at least, she has to 
be acknowledged as one of the as-yet-unknown contributors to the development of the sport in the prefecture.
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緒　言

　日本における高校バスケットボールの歩みのなかで，
秋田県立能代工業高等学校（以下，能代工高と表わ
す）を1960年～1989年の30年間にわたって率い，全国
優勝33回を成し遂げた加藤廣志監督（以下，加藤氏ま
たは氏と表わす）は出色の戦績を残したコーチの一人
であるという評価は衆目の一致するところである．
　さて，日本の高校バスケットボール界でこのような
偉業を成し遂げた加藤氏はいったいどのようなことが
きっかけとなって，バスケットボール人生を歩むこと
になったのであろうか．このことについて，氏自身が
次のように述べている．
　「米田小学校に通っていたころ，桂田キサという名
の女教師がいた．女学校時代はバスケットボール選手
として鳴らしていたらしい．私たちは彼女からルール
を教わった．ボールを奪おうと何度試みても，彼女か
らとうてい奪えずじまいだった．それが悔しくて，夢
中でボールを追いかけていた」1 ）．
　この記述は重要な糸口である．つまり，桂田キサ

（以下，キサと表わす）という女性教師が当時，小学
生であった加藤氏にバスケットボールを初めて手ほど
きしたことになる．では，この女性教師はいったいど
のような経緯でバスケットボールを習い覚え，どのよ
うないきさつで米田小学校に赴任して，“加藤少年”
にバスケットボールの魅力を伝えたのであろうか．氏
は自著注 1 ）では，バスケットボールひとすじの半生を
丁寧に回顧されているが，キサについては上述したこ
と以外に言及されていない．
　秋田県内においても「キサと加藤氏とのバスケット
ボールがとりもつ師弟の間柄」を知る人は多くないよ
うである注 2 ）．また，体育・スポーツ分野の，とりわ
けバスケットボール研究という領域における先行研究
としてもキサに着眼した報告は，これまでのところ行
われていない．
　そこで，本研究では秋田県のバスケットボール史の
一端という視座からキサがどのような経緯でバスケッ
トボールを学び，プレーし，どのようなことがきっか
けとなって加藤氏と出会い，バスケットボールを手ほ
どきしたのか，その後，どのような余生を送ったのか
などを中心に明らかにすることを試みる．そして，キ
サの誕生前から他界までを 5 節に分け，キサの略伝と
してまとめることを目的とする．

Ⅰ　キサの誕生前

　バスケットボールがアメリカから日本に公式に伝播
したのは，アメリカ・マサチューセッツ州スプリング
フィールドにある当時の国際 YMCA トレーニングス
クールを卒業した大森兵蔵が1908年に東京 YMCA で
紹介したときである 2 ）．しかし，大森は1913年 1 月に
客死したので，国内各地の YMCA を通じた本格的な
普及は頓挫してしまった．そこで，同年11月に，日本
YMCA 同盟はあたかも大森の後継者のように F. H. 
ブラウンを招聘した．来日したブラウンは関西地区の
YMCA を拠点にしてバスケットボールなどの指導と
普及に努めた 3 ）．そして，1917年に第 3 回極東選手権
競技大会の東京での開催にこぎつけるとともに，京都
YMCA チームを初の日本ナショナルチームとして出
場させ，日本のバスケットボールを国際舞台にデ
ビューさせた 4 ）．その後，バスケットボールが国内各
地の YMCA を拠点にさらに普及が進んだことは言う
までもない．けっきょく，ブラウンは1930年までの17
年間にわたって YMCA を中心にして指導と普及に尽
力した．日本のバスケットボールの草創期の功労者と
して位置づけることができよう．
　他方，ブラウンが来日する以前の1894年に，成瀬仁
蔵がアメリカ視察を終えて帰国した後にバスケット
ボールを紹介していた5 ）．ところが，それは J. ネイス
ミスが1891年に創案したオリジナルゲームを S. ベレ
ンソンらが女子学生用に修正した「 3 区画コート
制」注 3 ）のゲームで，日本でも女子大学に取り入れら
れたものであった 6 ）．
　その後，1913年に今日の「学習指導要領」の前身で
ある「學校體操教授要目」（以下，教授要目と表わ
す）が初めて制定された．この教授要目のなかでバス
ケットボールは〈遊戯の材料及び解説〉の項において，
次のように説明されている．
　「全兒童を紅白の二組に分ち一人の大將を選出して
敵の籃下に位置せしめ，兒童は各所定の場所に著かし
む．…斯くて漸次味方に渡し遂に敵の籃中にボールを
投げ入れたる組を勝とす．籃中に投げ入るゝのは大將
のみとす」7 ）．
　「大將のみがシュートする」というのは現在ではい
ささか想定し難い説明であるが，言ってみれば，これ
が当時の“教材解釈”であった．
　その後，1923年 4 月15日に秋田縣体育協會が設立さ
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れたとき注 4 ），その理由は明らかではないが，バスケッ
トボールの下部組織は設けられなかった注 5 ）．そして，
同体育協會は設立から数か月後の1923年 8 月14日～18
日に秋田縣体育講習會を開催している注 6 ）．講習は三
橋義雄注 7 ）らが講師となって，それぞれの専門領域で
講義と実技指導を行った注 8 ）．この体育講習會は秋田
県の体育・スポーツを全県的に始動させる契機になっ
たものと考えられる．たとえば，次のようなバスケッ
トボールについての報道 8 ）はまさにこの講習會の成果
が実った証しではないかと推察できる．
　　・1925年 2 月 6 日：第一回縣オープン大会

（於・秋田師範）
　　・1925年12月 6 日：第一回縣男女大会

（於・秋田師範）
　　・1926年 5 月 1 日：第一回縣中學大会

（於・縣記念館）
　　・1926年11月21日：縣小學校大会

（於・秋田市内明徳小學校）
　さらに，時宜を得たかのごとく1926年に改正された
教授要目で〈遊戯及競技〉が 5 項目に分けられて〈球
技〉が高学年に取り入れられた．そして，バスケット
ボールは第 5 学年に配当され注 9 ），次のように説明さ
れている．
　「球技はボールを以て行ふ比較的高級の團體競技を
云ひ，全身の發育と健康とを進めると共に機敏，協同，
持久，勇氣等の諸德性を養成するを目的とする」9 ）．
　これをうけて，〈競技〉としての球技教材の説明も
変わった．たとえば，次のように説明されている．
　「各五人宛の二ツのチームによりてボールをパスし
つゝ各自のバスケットに投げ入れる事によつて一定時
閒内に出來得る丈多くの得點をし且つ相手方のチーム
が得點するのを妨げるゲーム」10）．
　今日のような 1 チーム 5 名で構成された二つのチー
ムの10名の児童全員にシュートの楽しさや喜びを味わ
わせる指導に変わったことがわかる．つまり，バス
ケットボールはキサが生まれるまでにその黎明期を終
えていたと言えよう．

Ⅱ　キサの誕生～小学校時代

　キサは1927年 4 月23日に秋田県大舘市花岡町で生ま
れた11）．両親はもともと秋田県山本郡藤里町注10）に住み，
農業と牧畜（牛）を営んでいたが，のちに，大舘市花
岡町に転居した12）．「花岡町には鉱山注11）の仕事に就く
人が多かった」13）らしい．そして， 7 歳のときの1934
年 4 月に花岡尋常小学校に入学する注12）．

　キサが同校 3 年生のときの1936年のオリンピック・
ベルリン大会において，バスケットボールは正式種目
となり日本も初参加した注13）．これが国内のバスケッ
トボールのいっそうの普及，発展への刺激となったの
か，秋田県のバスケットボールにも及んだ．この年，
バスケットボールも含めた全縣女子体育大會（於・秋
田蔣軍野グランド）14）と山本郡教育會主催第 4 回全郡
小學校籠球大會が開催された15）．県内のバスケット
ボールの着実な成長を物語る証左である．花岡尋常小
学校時代のキサは1926年の改正教授要目の趣旨に則っ
たバスケットボールをプレーしたものと推察できる．

Ⅲ　キサの大舘高女時代

　いっぽう，キサが小学校の高学年になるのに伴って，
国際情勢の戦時色が濃くなっていった注14）．そのなか，
キサは1940年 3 月に花岡尋常小学校を卒業し， 4 月に
秋田県立大舘高等女学校（以下，大舘高女と表わ
す）注15）注16）注17）に進学した16）．学科目は修身，国語，英
語，歴史・地理，数学，理科，図画，家事，裁縫，音
楽，体操，手芸，実業，法制・経済であった17）．
　バスケットボールは課外活動（以下，クラブ活動と
表わす）で行なわれたものと考えられる．次のような
記述はそれを示唆している．
　「昭和初期の（秋田）県女子籠球界を，大舘勢が席
巻した一時期があった．バスケットボールの本県移入
は大正十二年の秋田師範が最初で，昭和十一年には秋
田中学が全国優勝を遂げるまでに盛んになった．第一
回全県大会（総合）は，大正十四年に開かれている．
　大館導入の経緯は不明だが，大正十五年から遠藤弥
太郎，高橋忠一の両教諭が，大舘女子小に併設された
大舘女子職業学校（以下，女子職業と略称）注18）でコー
チしたのが始まりのようである．昭和三年，女子職業
が二十八―三という圧倒的大差で先進校女子師範を破
り，初の全県優勝を成し遂げている．女子職業は本来，
高女チームとして出場を認められていなかったのだが，
町及び学校関係者の努力によってそれが認められ，こ
の大会に初出場し見事優勝をさらったわけだ．同校は
四年秋には第五回明治神宮大会にも駒を進めるが，初
戦で敗退した．昭和五年と七年には，大舘高女が全県
優勝している．実は，この当時の記録は年によって新
聞にも報ぜられず，それ以外の年にも勝っているのか
どうか，詳細は不明である．ただ五年の大会は，女子
職業は初戦，花輪を三十四―六で降したが，準決勝で
鷹巣に一点差で敗れている．そして，能代，女師を
破った大舘高女が，決勝で鷹巣を十六―八で屠ってい
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る．昭和七年の決勝は大舘高女十五―十一秋田高女で，
この年の記録に女子職業の名前はない．ともかく，昭
和初期の大舘は少なくとも女子籠球ではメッカとして
自他ともに許し，年月は不詳だが，極東オリンピック
女子籠球の道・東北予選が大舘で開催されている．そ
の強さの秘密を高橋忠一は，『東京商大の選手だった
宮川利夫（大正十四年大舘中卒）のコーチの賜物で，
今では尋常五年生から教えているから，高女も女子職
業も今後ますます強くなるだろう』と当時語っている．
　昭和七年の全県大会に女子職業が出場しなかったの
は，あるいは第二回全日本女子籠球選手権大会（東京
神田 YMCA）に出場のためだったのかもしれない．
一回戦で埼玉女師を二十四―八で圧倒したが，二回戦
で優勝チーム愛知淑徳女学院に敗れた．
　翌八年には第三回全日本，そして第 7 回明治神宮と
二度全国遠征している．神宮大会では山梨女師，桜井
高女を破ったが，三回戦で十四―三十と新津高女に敗
戦を喫した」18）．
　この状況はキサの誕生前，あるいは小学校時代であ
る．しかし，大舘高女のバスケットボールの伝統はや
がてキサが入学した1940年においてもなお継承されて
いた．たとえば，キサが入学する前の「年間記録」の
中の『學校日誌抄』には，次のような記述がある．
　　「八月　十日　�縣北女子籠球大會各部寄宿舎に合

宿
　　九月　一日　本日より體育
　　　　十七日　�全縣女子中等學校體育大會出場選手

任命式壮行會
　　　　二十日　同報告會選手慰勞反省茶話會」19）

　校内では「対外スポーツ活動」の位置づけが高く，
まさに全校レベルであった．他方，先に述べたように
キサが入学してから以降，戦時色が日に日に増して
いった注19）．しかし，このような戦時下の学校教育に
ついて，次のような言説は注目に値する．
　「学校教育への軍国色の浸透は秋田女子師範学校の
場合も同様である．1937年に国民精神総動員運動が始
まると，戦争協力のための思想統制の動きが強化され
た．…（中略）以上は1938年の実態であるが，すべて
戦争色に埋まっていたわけではない．1930年，学校長
小暮安水が着任してから課外活動に力を入れ，土曜日
以外毎日放課後約40分をそれにあて，全生徒を自主的
に参加させた．その内容は陸上・籠球・排球・庭球・
弓道・薙刀・図書・裁縫手芸・挿花・園芸などで，時
間割に従って全部を交代で履修するようになっていた．
特に運動が盛んで，1927年から始まった全県女子中等
学校競技会に参加し，陸上，排球，籠球，庭球，体操

等は，1933年まで連続優勝している」20）．
　キサが1940年に入学したころの大舘高女もほぼ同様
であったと推測できる．加藤氏が自著でキサのことを

「女学校時代は選手として鳴らしていたらしい」と記
しているので，在学中，クラブ活動ではバスケット
ボール部に所属してプレーしていたと推考できる．ま
た，キサとは 1 年後輩の卒業生（第23期―1941年入学，
1945年卒業）が戦時下の大舘高女のクラブ活動のこと
を「活発だった．テニス，バレー，バスケット，弓，
スキーなどがあった」21）と回顧している．当時のキサ
の様子が思い浮かぶ．
　大舘高女は1913年に大舘町立実科高等女學校として
創立され，その後の名称変更を経て1963年に創立50周
年を迎えた．その50年間のうち，戦前の1922年～1940
年のクラブ活動について，次のように記されている．
　「1929年から着物姿の服装が洋服にかわり，紺のス
カートにセーラー服，黒の長くつ下に革ぐつというお
しゃれな制服姿となった．今まで，‘たすき’ をかけて
重苦しくやっていた運動も，スムースにやれるように
なり，洋服の着用はクラブの活躍を促す結果となった．
1928年からはじめて運動会を外部に開放し，全国的に
もスポーツが盛んになりかけていた時だけに，テニス，
バスケット，スキー，陸上競技等の活躍が急にめざま
しくなった．
　1924年 3 月に着任した菊地永治校長，1928年 4 月に
赴任した飯塚伝吉校長，ついで1931年 3 月からの小田
喜作校長，その後をついだ1933年 9 月からの中村好校
長は，共にユニークなファイトある人物で，あらゆる
面で新しい事を実施したが，スポーツにはどの校長も
力を入れた．
　バスケット部は1928年につくられた．そして翌1929
年に全県中等学校大会で優勝し，1930年にも優勝，
1931年にも全日本の予選で優勝し，明治神宮大会に初
出場して，惜しくも丸岡高女に敗れた」22）．
　さらに，戦中・戦後の1941年～1942年における戦争
のクラブ活動への影響について，つぎのように述べら
れている注20）．
　「1941年以降の学校は全く戦争色に塗りつぶされ，
また敗戦による混乱は非常に大きく，この時期はまさ
に動乱の時代であった．クラブ活動は今までのように
十分できなくなり，1942年からはスポーツの各種大会
も開かれなくなった」23）．
　このように見てくると，キサの大舘高女時代の生活
はけして平穏，快適なものではなかった．けれども，
ことバスケットボールに限って顧みれば，キサは貴重
なクラブ活動の日々を送ったものと考えられる．
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Ⅳ　キサの大舘高女卒業後

　キサは1944年 3 月に大舘高女を第22期生として卒業
した注21）注24）．その直後であろうか，「大舘高女・女子
勤労挺身隊」の一員として当時の東京府武蔵野市の中
島飛行機武蔵製作所第七職場に送られ，1944年 3 月22
日～1945年 1 月20日の10か月にわたって勤労奉仕し
た注22）注23）注24）．

桂田キサ
（提供：故桂田キサ様ご息女）

　ところで，キサが大舘高女を卒業する前の1943年の
小学校の男性教員は全国で約15．8万人と1938年のそれ
より 2 万人以上減少していた．戦争による教員出征の
影響を如実に示す状況であった25）．このような事情も
理由となったのか注25），勤労奉仕を終えて武蔵野市か
ら大舘に戻った後の1945年 4 月，キサは母校の花岡国
民学校に勤め始めた26）． 1 年 5 組の担任だったとい
う27）．18歳の若き女性教師の誕生である．それから 1
年後の1946年 3 月に花岡国民学校を辞して，以前，両
親が暮らしていた当時の山本郡粕毛村に両親とともに
移り28），米田国民学校に転勤した．「1921年創立，所
在地・奥羽線山本郡粕毛村粕毛字米田67，児童数・
125（男55，女70），教員・10名」29）という小学校で
あった．キサの教職免許状は1946年12月31日付で公式
に授与されている注26）注27）．
　キサが花岡国民学校に勤務していた頃から後のバス
ケットボール界のうごきは目まぐるしい．それは1945
年 8 月15日に戦争が終わり，「文部省は戦時体制の教
育から新しい教育の方向を示し，学校体育では特にス
ポーツの重要性を明示した」30）からである．これをう

けて，「戦後のスポーツの復活はめざましく，スポー
ツに対する飢餓状況にあった当時の人びとの欲求を満
たすかのような勢いであった」31）．まず，1945年に日
本籠球協会が復活し，新生，日本バスケットボール協
会となった注28）．秋田県内では秋田県籠球協会が結成
され注29），能代市体育協会の設立注30），秋田県能代山本
郡籠球同好会の結成注31）と続いた．そして，大会の再
開・新大会の開催注32），盛り上がる講習会注33）など，秋
田県のバスケットボールの確かな復活となった．
　さて，キサがバスケットボールを教えた加藤氏は
1937年 4 月25日に山本郡粕毛村（現，藤里町）で，数
学の教師の（学校長もつとめた）お父上とお母上のも
と， 6 人兄弟の二男として生まれた32）．そして，1944
年 4 月，米田国民学校に入学した． 3 年生になった
1946年 4 月にキサが大舘市の花岡国民学校から米田国
民学校に転勤してきた．キサはさっそく子どもたちと
バスケットボールに興じた．“加藤少年たち”には未
知のスポーツも同然であったキサが得意とするバス
ケットボールは新鮮で，たちまち無我夢中になったの
は言うまでもない注34）．因みに，キサは加藤少年が 6
年生のときに学級担任となり，1950年の 3 月に粕毛中
学校米田分校注35）に送り出した33）．その後，キサは，
1952年の25歳のときに営林署勤務の男性と見合い結婚
して34），姓が市川に変わった35）．
　ところで，加藤氏は粕毛中学校から能代工高，日本
体育大学へと進む中で，キサとの再会の機会はなかっ
た．氏は1960年に日本体育大学を卒業して母校能代工
高に着任して，直ちにバスケットボールの指導に携わ
り，強豪校へのチームづくりに没頭した．それから10
年，遂にインターハイ初優勝を達成したことはよく知
られている．そして，まさに怒涛の進撃が始まった．
キサも米田小学校での日々を重ねるのが長くなって
いった．他方，加藤氏のご実姉が氏の住まいの近くに
住んでいた．キサはあるとき，そのご実姉と言葉を交
わすときがあり，以来，度々話す機会があった．やが
て，ご実姉からキサのことが氏の耳に入り，二人の久
しぶりの再会が実現したという．あの米田小学校での

“若き女性教師と加藤少年のバスケットボールの絆”
が甦り，新たに深まっていったという36）．キサは1982
年，この年に結婚した娘夫婦と暮らし始め，同時に，
米田小学校を退職して35年余に及ぶ教職から離れた37）．
そして，孫（娘夫婦の子ども）の世話をしたり，加藤
氏が率いる能代工高チームの活躍を見に行ったりする
のが楽しみになったようだ．1989年，キサが62歳のと
きに開催された能代工高バスケットボール部の全国大
会優勝30回を祝う会にも氏に招かれて出席するなど，
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穏やかな日が続いた38）．

Ⅴ　キサの晩年

　キサが大舘高女を卒業して，勤労奉仕のために中島
飛行機武蔵製作所第七職場に送られたときの健康診断
で，“視覚の異常”を指摘されていた．しかし，キサ
本人は在学中にそれを自覚したことはなく，バスケッ
トボールのプレーにもまったく支障はなかったらしい．
そして，米田小学校に勤務していた間もほぼ困ること
はなく，冬にはスキーもやるほどだったという39）．
　退職後は視覚の不便はなかったが，70歳あたりから

（聴覚の衰えはなく，声を聴けば判別できたが）不自
由さが出始めて，台所にも入らなくなった．また，高
血圧症気味で，通院に実娘が付き添うようになった40）．
やがて，能代工高チームのゲーム観戦にも実娘が同行
するようになり，キサは最終戦の後に加藤氏と言葉を
交わすこともあったという41）．氏は“バスケットボー
ルの師”であるキサへのリスペクトを大切にしていた．
いつのことであったのか，キサは自分が他界したとき
の「別れの言葉」を氏に頼んで欲しいと，実娘に話し
ていた42）．
　2015年10月 1 日の深夜 1 時30分ころ，キサは不調を
訴えた．しかし，意識に変調はなく 1 時間後には落ち
着いた．ところが，その後に再び体調の異変が起こり，
88歳の生涯を閉じたという43）．地元紙は10月 4 日に

「お悔やみ」44）を伝え，翌日に「会葬謝辞」45）を掲載し
た．
　もちろん加藤氏はキサの願いを忘れてはいなかった．
あの少年時代に出会い，バスケットボールを教わった
キサを偲び，遺影に向かい，つぎのような惜別の言葉
で語りかけた．
　「…顧みますと，先生は昭和24年度米田小学校で私
共 6 年生47名の学級担任になりました．あれから66年
になりますね．先生はスポーツ万能で22才の若き独身
の先生でした．小柄ながら大舘の女学校でバスケット
をはじめいろいろな運動をやったと伺っております．
教室での学習はもちろん運動もスポーツも子弟一体で
走り回っておりました．…次は何と言っても先生から
教わったバスケットです．先生は汗びっしょりになり
真剣にご指導下さいました．最初は先生の技術にふり
回されましたが次第にバスケットの楽しさ，奥深さに
取りつかれ夢中に成りました．わがクラスの教室が体
育館と隣り合わせていたので，体育館が空いているの
を見ては授業変更してもらいバスケットに熱中しまし
た…」46）．

　加藤氏はキサへの惜別の言葉の中でこのようなこと
も述べている．
　「この年（昭和24），粕毛小学校と試合がありました
が，残念ながら敗れました．先生はよほど悔しかった
のですね．あなたたち中学校へ行ったらきっと勝って
ね，私はいつまでも応援しているからと言われまし
た」47）．
　このときのキサの “負けたときの悔しさ” の言葉は
加藤氏の心に残ったのであろう．それが全国制覇33回
と無縁とは思えない．氏がキサからうけた感化がいか
に大きかったかは繰り返すまでもない．
　また，氏はキサのことを「小柄ながら」48）と表現し，

「ボールを奪おうと何度試みても，彼女からとうてい
奪えずじまいだった．それが悔しくて，夢中でボール
を追いかけていた」49）と描写していることから，キサ
はバスケットボールのポジションで言えば，さしずめ
今で言うポイントガード（PG）であったと推考でき
る．PG の特徴が，たとえば，次のように説明されて
いる．
　「ポイントガードはたいていコート上ではもっとも
小柄なプレーヤーだが，チームでは次のような理由に
よって，重要なプレーヤーであると位置づけられてい
る．
　・�相手がオールコートプレスディフェンスを仕掛け

てきても，ドリブルを巧みに使って，自分独りで
抜ききって，有利な場面展開につなげる．

　・�抜群のパス回し，切れ味鋭いペネトレーションで
ノーマークの味方のシュートチャンスをつくると
いう“二重の脅威”を備えている．

　・�リバウンド，スティール，あるいは相手にプレッ
シャーをかけて奪ったボールを速攻につなげ
る」50）51）．

　そして，能代工高のホームページは加藤氏のバスケッ
トボールスタイルの特徴をこのように紹介している．
　「平面バスケットボールをテーマに，オールコート
のゾーンプレスからの速攻をチームの武器として，全
国大会優勝を重ねました．リバウンドやルーズボール
の粘り強さ，泥臭いプレイスタイルのチームカラーは，
幾多のバスケットボールファンを引きつけ，一時代を
築き上げました」52）．
　つまり，キサから初めて教わり，感じ取ったバス
ケットボールの要諦がしっかりと加藤氏のバスケット
ボールのスタイルの基底になっているように思えてな
らない．
　また，視点を変えて顧みれば，キサが遺したものは
教育の原点ではないかと考えられる．「馬を水飲み場
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に連れて行くことはできても，馬に水を飲ませること
はできない」という言い伝えがある注36）注53）．加藤少年
に水を飲ませた見事なキサの教育の深さである．やが
て不世出のコーチにまで育つ加藤少年にとっては，ま
さにキサとの啐琢注37）54）の邂逅であった．そのキサは，
いま，秋田県山本郡藤里町営墓地公園の墓で義母，夫
とともに眠っている．

結　語

　本研究では秋田県立能代工高男子バスケットボール
部チームを率いて，抜群の戦績を収めた加藤廣志監督
にバスケットボールを初めて手ほどきした女性教師の
桂田キサの知られざるバスケットボール生涯を，付随
する当時の様子とともに明らかにすることを試みた．
そして，次のようなことを解明することができた．
1 ）キサは秋田県大舘市で出生し，18歳まで住んだ同

市の大舘高等女学校時代にクラブ活動でバスケッ
トボールをプレーした．

2 ）キサは同校卒業後の勤労奉仕を経て大舘市内の小
学校の教員となった．それから，両親がかつて住
んでいた現在の秋田県山本郡藤里町に転居，地元
の米田小学校に転勤した．そこに加藤氏が在学し
ていた．

3 ）キサは加藤氏が 9 歳の時に初めてバスケットボー
ルを手ほどきした．そして，同氏が小学校を巣立
ち，中学校に進学するまで一緒になってプレーし
た．加藤氏はキサからバスケットボールの面白さ
を知り，その後のバスケットボール人生の“機
縁”となった．

4 ）キサの加藤氏に対する感化は大きかった．恩師と
してずっと同氏の心から消えることは無かった．
バスケットボールのみならず，小学校期の加藤氏
を薫陶した秀でた教師であったと言えよう．

5 ）キサが為したことは秋田県のバスケットボール界
にひとりの名コーチを生み出す契機となった．そ
れは戦時の混乱期におけるバスケットボールにま
つわるひとつの“エピソード”にとどまることな
く，顧みれば，キサは秋田県のバスケットボール
の発展に寄与した人知れぬ貢献者のひとりに位置
づけられよう．
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〈　注　〉

注 1 ）加藤廣志（1998）高さへの挑戦．秋田魁新報
注 2 ）地元紙に加藤氏の長年の知己による寄稿が掲載され

たが，キサの名前は「I 先生（女教師）」と（結婚後
の姓の）イニシャルで表され，説明もほぼ加藤氏の自
著の内容にとどまっている（佐藤房治「わんぱく加藤
少年」，北羽新聞，1990年 4 月30日）．また，キサの出
生地の秋田県大舘市，あるいは秋田市の関係機関など
にはまだキサの個別情報ファイルは作成されていない．

注 3 ） 3 区画コート制については次のようなものに詳しい．
　　・�Ralph Melnick（2007）Senda Berenson, The Un-

likely Founder of Womenʼs Basketball, University 
of Massachusetts Press, pp.80-84

　　・�J. ネイスミス：水谷豊訳（1980）バスケットボール 
その起源と発展．YMCA 出版，p.221

注 4 ）森田信博（1998）秋田県体育協会の設立と大正期の
活動について，秋田大学教育学部研究紀要 教育学部
門，（53）：25-34．に詳しい．また，秋田魁新報は

「体育協會の發會式愈々明日」と予告し（1923年 4 月
14日），さらに，「雨上りの球場で体育發會式」と，発
会式の様子を伝えている（1923年 4 月16日）．

注 5 ）「第五條　本會ニ左ノ部ヲ置ク」として，スキー部
からスケート部までの 8 部が設けられているが，バス
ケットボール部は設けられていない（森田信博（1998）
秋田県体育協会の設立と大正期の活動について，秋田
大学教育学部研究紀要 教育科学部門，（53）：26．）．

注 6 ）事前の状況がつぎのように伝えられている（抜粋）．
　　「目鼻のついた縣体育協會 講習の申込も多く講師も増

加した　来る十四日から五日間に亘り男子師範に於て
開かれるオリンピック競技部主催の体操講習會は…講
師佐藤博士，三橋義雄氏の如きは先ず全國的に理論に
於て實地に於て得難きオーソリチーで講習と云っても
單純なそれとはちがひ體操の解釈からして保健生理上
より見たるそれではなく競技の基礎としての体操で…
三橋氏のオリンピック競技の理論と云い得難き名講義
たるや論なく直ちに競技の實際に応用ができること請
合である…尚講師並に助手として其後左記諸氏に交渉
する處あり何れも承諾を得た…▲東京府立第一高等女
學校教諭原清吉…▲東京高等師範學校生今嶋益蔵▲同
上永田重隆▲同上三村愛親▲渡辺清也…」（秋田魁新
報，1923年 8 月 4 日）．

注 7 ）三橋義雄についてはつぎのものに詳しい．
　　・�恩田裕（1993）三橋義雄の体育観．成城論集，

（10）：114-152．
　　　�　なお，三橋は1924年に「女子競技」（廣文堂書店），

1925年に「ヴァレーボール」（廣文堂），1926年に
「バスケットボール」（廣文堂）と立て続けに注目書
を刊行している．

注 8 ）講習会の様子がつぎのように伝えられている（抜粋）．
　　「炎天にさらす 漆黒の体躯 愈昨日から始まった体育

講習會 午前は講演 午後は實地　本縣の体育熱は近時



38

バスケットボール研究　第 3号（2017年11月）

すばらしいもので秋田縣体育協會の設立以来一層その
氣勢をたかめてゐるが…講習員としてあつまるもの五
百名…大部分實際初等教育者，中等學生，婦人も十余
名ありいづれも苦熱を物ともせず，日本一流の講師を
むかへたよろこびに熱心練習し，昨日は體操に競技は
各班走巾跳，バスケットボール，デッドボール等を猛
練習した…体格のいゝ秋田婦人の体育向上のために指
導せんとしてゐるが會員十名内外で，多少寂寥の感あ
り，この際中等女學生小學校女教員等は見學かたがた
入會して指導をうける方が，幼稚な本縣の女子運動，
體操，競技を向上せしむる所以であらうとおもふ…」

（秋田魁新報，1923年 8 月15日）．
注 9 ）『第二 改正の要點 七遊戯競技の分類をかへたこと』

の項で，「…新要目では，㈠走，㈡跳，㈢投，㈣各種，
㈤球技，㈥唱歌遊戯及行進遊戯となった．卽ち従來の
要目では走技とか跳技とか投技とかの如く技と云ふ文
字を純競技の意味に強く解釋し過ぎた爲取扱上に於て
適切を期し得なかった憾が多かったので，新要目では
かゝる傾向を是正する意味に於て『技』を省略し，球
技のみにこれを止めることにした」と，述べられてい
る（學校體育研究會編（1926）學校體操教授要目及改
正要點．成美堂版，p.11）．

注10）つぎのような報道はキサが大館市花岡町から移り住
み，暮らした二ツ井町（2006年能代市に合併）の冬の
様子を思い起こさせる．

　　「二ツ井方面大雪　大童で除雪作業　五日夜來の暴風
は…郡東方方面一帯に狂暴となり猛吹雪と化したため
列車のダイヤは混亂状態と呈した．大阪發青森行急行
二ツ井駅発車五日午前四時五十分は約四時間遅れて六
日午前八時一分発車，…近來にない吹雪に二ツ井驛員
大童になって除雪に努力してゐる．…二ツ井郵便局で
も六日から配達夫のスキー隊を組織して活躍している．
目下のところは二ツ井署で調査中なるも被害はない」

（北羽新報，1939年 1 月 8 日）．
注11）1885年に秋田県北秋田郡花岡村で発見された．良質

な鉱石からは亜鉛や鉛などのほか金や銀などの貴金属
も採取していた．日本の金属鉱山としては珍しく，露
天掘りが行われていた（http://ja.wikipedia.org/ 参照
日2017年 5 月 7 日）．

注12）花岡尋常小学校については，次のように記録されて
いる．

　　「1874年10月 7 日，花岡学校として創立（児童数40）．
1887年 4 月 1 日，花岡尋常小学校と改称（児童数50）．
1901年 4 月 1 日，花岡尋常高等小学校に再改称（児童
数148）」．キサが入学した1934年は創立60周年にあた
り，「児童数1590，学級数29」であった（花岡小学校

（1974）創立百周年記念誌「学校百年のあゆみ」．花岡
小学校，pp.20-31）．

注13）水谷豊（1981）バスケットボールの歴史に関する一
考察（VI），J. Naismith とオリンピック・ベルリン大
会．青山学院大学「論集」，（21）：153-161．に詳しい．

注14）「1933年・国際連盟脱退，1937年・日中戦争（支那
事変），1938年・国家総動員法発令，1939年・ノモン
ハン事件，1941年・太平洋戦争 / 第 2 次世界大戦」

（藤井千之助監修（1993）総合世界史図表．第一学習社，
pp.157-159）．

注15）「1913年 4 月大舘町立実科高等女學校設立認可，
1918年 4 月町立大舘実科高等女學校へ昇格，1922年 3
月 1 日秋田県大舘高等女學校，1923年 4 月 1 日秋田縣
立大舘高等女學校」という沿革をたどった（大舘市

（1986）大舘女子高等学校沿革．大舘市史第三巻〈下〉．
大舘市，pp.462-467）．

注16）キサが入学したときは「北秋田郡大舘町，奥羽線大
舘驛ヨリ學校マデ三粁，創立大正二年五月，學級数十，
生徒數五一九」であった（秋田県教育委員会（1940）
秋田県教育関係職員録 昭和15年度版．秋田県教育會，
p.34）．

注17）1913年に創立された後，「女學校を卒業しても　身
の始末に困る　◇女學生の前途が氣の毒」という辛辣
な見出しの評言が伝えられた（秋田魁新報，1919年 2
月21日）．さらに，同紙は「中學校に比較して　程度
低い女學校　▽女子高等學校の如きを設置　▽女子の
學力を向上させたい」という見出しの評言も載せた．
いずれも女性の高等教育の意義，ありかたを論じてい
るが，「修業年限四か年を五年に延長して女生徒の學
力を補ひ又修業年限四か年の學校でも補習科を置いて
修習機関とし相当成績を挙げて居るか最近になって，
女子教育の向上を叫ぶもの一層熾烈を加へて来た」

（秋田魁新報，1919年 9 月14日）と述べている．結果
的に女子高等学校の教育の質を向上させる起因になっ
たと推察できよう．やがて，1923年に「修業年限は 4
年」と定められた」（大舘市（1986）大舘市史第三巻

〈下〉．大舘市史編纂委員会，p.465）．
注18）1920年に大舘女子実業補習學校として開校．1925年，

大舘女子職業學校と改称．修業年限 2 か年で，専門の
裁縫のほか一般教養全般にわたっていた（大舘市

（1986）大舘市史第三巻〈下〉．大舘市史編纂委員会，
pp.450～451）．

注19）同じく，1932年の『大舘高女年間記録（學校日誌
抄）』には次のようなことも記されている．

　　　　「八月	 　十日　全校生出校慰問袋集め．
	 九月	 廿八日　愛國婦人會講話．
	 十月	 　二日　恤兵義捐大音楽會．
		  十五日　�国民淸神總動員第三日全校鳳凰

山登山．
	 十一月	 　九日　�本日より音楽週間，毎日軍歌練

習．
		  十六日　�本日より燈火管制，四十分授業．
	 十二月	� 十一日　�大館四校聯合南京陥落祝賀旗行

列．
	 　二月	� 十一日　�本日より国民淸神總動員特別強

調週間
		  十四日　�本日より一週間，研究科，四年

生軍需品裁縫の爲授業無し．
		  廿三日　�全校生徒，出征蔣士へ慰問品發

送．
		  廿四日　�本日より三日間，空襲警報傳達

訓練．
		  廿八日　�愛國婦人報國講演會全校生徒聴

講」（大舘市（1986）大舘
　　　市史第三巻〈下〉．大舘市，pp.658～660）．
　　　また，当時の在校生は「英語の時間はよくつぶれた．
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何かあるとすぐ英語の時間を使ったものだ．英語その
ものは 2 年生まであったが，クラスの名前もそれまで
の A・B・C から松・竹・梅に変わった」と，振り返っ
ている（大舘市史編纂委員会（1979）昭和史を生きた
人々．大舘市史編纂調査資料〈第十七集〉．大舘市史
編纂委員会，p.21）．

注20）このことに関連して，次のような記述が残されてい
る（抜粋）．

　　　「この期間の出來事は今なお余りに生々しい．…昭
和十三年オリンピックの返上以後はスポーツ界に大き
な変化が現れ，全体主義スポーツの登場と自由主義ス
ポーツの後退となり…」（竹之下休蔵（1950）体育五
十年．時事通信社，p.253）．

　　　また，キサが 2 年生になった大舘高女でも「課外活
動校友会は『報國団』と改められ，従来のスポーツ部
はすべて『鍛錬部』のもとにまとめられ，スキー部は
雪艇班，バスケット部は籠球班などと名称も改められ
た」という（大舘市（1986）大舘市史〈第三巻〉〈下〉．
大舘市史編纂委員会，p.481）．さらに，1942年の全日
本バスケットボール選手権大会は中止され，日本バス
ケットボール協会は大日本体育協会籠球部に改組，
1944年には活動停止になった（日本バスケットボール
協会（1981）バスケットボールの歩み：日本バスケッ
トボール協会五十年史．日本バスケットボール協会，
p.112）．

注21）「改正教育令」によって，小学校の修業年限が 6 年
に延長された（印刷局（1907）官報第七千百十五號．
p.529）．いっぽう，1910年の「改正高等学校令」によ
り，「実科の修業年限は尋常小学校卒業程度を入学資
格とする場合は 4 年とする」が適用されたと考えられ
る（1910年10月勅令：第四二十五號，p.557）．

注22）キサたちが中島飛行機武蔵製作所に到着した後，就
労前の身体検査で，キサは「視覚に難点」と診断され
た．夜盲症ではなく日中も見えにくいときがある網膜
色素変性症だったらしい．そこで，第七職場長の高林
三雄は機体製造作業などから別の労務に回したという

（キサの実娘へのインタビュー：2016年11月30日，秋
田県山本郡藤里町ご自宅にて）．

注23）上記の第七職場長の高林三雄が昭和57年 2 月18日に，
キサの「在職証明書」を作成して，次のように記して
いる．

　　　「私は上記職場の組長当時，多数の女子勤労挺身隊
を預かり，共に働きました．この中に秋田県大舘高等
女学校班が居り，その中に桂田キサさんが居ました．
書類を別紙添付しました」（キサの実娘保存資料）．

　　　また，高林三雄は日記メモを遺しており，キサたち
の勤労奉仕が終わる直前の1945年 1 月 2 日に次のよう
に書いている．

　　　「東伏見道場に合宿中の旧部下，女子挺身隊を訪ね
る．居合わせた秋田県大舘女子班員，西島貞子，飯田
京，高橋久子，荒川光子，桂田キサ，菊地梆子，安倍
祐，高杉伸を家へ連れてくる．飯をたいて一同で食す．
彼女等持参の餅やするめ，果物等食べつゝレコードを
かけアルバムを見，夕方迠ゆっくり一日遊んで后，
数々の思ひ出を残しつつ一同歸へる」（キサの実娘保
存資料）．

注24）また，当時の在校生が「勤労動員」について，次の
ように述べている．勤労先は異なるが，キサたちの様
子の一端が想起できる．

　　　「 4 年生（1945年）の 1 月27日から，館林の中島飛
行機の工場へ，ずっと戦争が終わる（ 8 月）まで．全
員ではなく，体の弱い人や家の都合でどうしてもいけ
ない人は残った．仕事は飛行機の上面張りの鋲うち，
尾翼の鋲うち．（大舘を出たときは冬服だったので）
夏服を取りに交替で 1 回だけ戻った．（いくらか勉強
もできた？　と聞かれて）いゝえ．全然．夜になると
もうぐったり疲れてほかのことなど出来る状態ではな
かった」（大舘市史編纂委員会（1979）昭和史を生き
た人々．大舘市史編纂調査資料〈第十七集〉．大舘市
史編纂員会，p.24）．

注25）このとき以前，秋田県議会では，小学校教員不足を
補うために国民学校（小学校）の卒業生に 6 ～ 9 カ月
間の研修を受けさせて教育現場に赴任させようとした
が，反対の声があった．そこで，県当局は高等女学校
の卒業生をこれに充当することにして，当面の状況の
対策とした（秋田県教育委員会（1983）秋田県教育史 
第三巻〈資料編〉三．秋田県教育會，p.282）．そこに
戦後の著しい教員不足の事態が重なり，高等女学校修
了者の小学校現場でのニーズが大きかったと推察でき
る（秋田県教育委員会（1983）秋田県教育史 第六巻

〈通史編〉二．秋田県教育會，pp.670-672）．
注26）「國民學校教員無試験檢定により，昭和二十一年十

二月三十一日付免許狀を授与したもの，次のとおりで
ある」とし，「本籍 山本郡　桂田キサ」が記されてい
る（昭和二十二年二月十三日　秋田縣知事　蓮池公咲 
秋田縣報 第二千四百六號 告示 秋田縣告示第四十號，
p.2511）．

注27）また，「教育職員免許法施行法第一條によって，次
の者に昭和二十四年九月一日小學校教員免許狀を再交
付した，右告示する．昭和二十五年七月十三日　秋田
縣教育委員會」（秋田縣公報 第一號）とし，キサの名
前が記されている（秋田縣教育委員會告示 第二十二
号 秋田縣教育委員會告示第二十二号，p.14）．

注28）日本バスケットボール協会（1981）バスケットボー
ルの歩み　日本バスケットボール協会五十年史，日本
バスケットボール協会，pp.124～125に詳しい．

注29）秋田県バスケットボール協會の設立は次のように報
道されている．

　　　「敗戦のどん底から起ち上り平和日本建設の原動力
を培ふには先ず新生體育から本縣内における各種ス
ポーツ界は “體育の春” を迎へ活溌なる活動を展開し
てゐるが更に二十四日『秋田籠球協會』が結成式をあ
げ籠球の普及向上發達につとめる事となった．…なほ
會長には高橋忠一氏，副會長には大山祐太郎，大野博
通の两氏が決定された」（秋田魁新報・1946年 3 月25
日）．また，これとは別に，つぎのような記述もある．

　　　「1946年 4 月，1923年 8 月秋田県体育協会が三橋義
雄を主任講師として迎え，各種総合体育講習会を秋田
師範学校で開催した．そのとき，初めて秋田県にバス
ケットボールが紹介されたと言われている．1946年 4
月，大野博道を中心に協会が設立された」．（日本バス
ケットボール協会（1981）バスケットボールの歩み：
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日本バスケットボール協会五十年史．日本バスケット
ボール協会，p.248）．

注30）能代市体育協会については「日体支部解消　能代市
体協誕生　六日午後一時市役所に…開催され協議の結
果，従来の大日本体育協会能城支部を解消し新に能代
市体育協会を設立する事になり…」と書かれている

（北羽新報・1946年 6 月11日）．
注31）能代市山本郡籠球同好會に関しては，「籠球同好会

生る　能代市山本郡内の敎職有志の發企によって　敗
戦による清新明朗な氣風を注入する爲には体育興隆に
俟つものが多い．今回能代市山本郡敎育界に奉職中の
有志が籠球同好會を結成して体育報國に乗出さんとし
た．一，實技の練磨と指導法の研究，二，講師の招聘
と研究会の開催，三，籠球大會の主催と各種競技會へ
の協力，四，對抗試合の實施と参観，五，体育諸施設
への協力促進，六，体育思想の普及及び指導」と報じ
られている（北羽新報・1946年 1 月12日）．また，「籠
球 同好會 結束を強化　今年度目覺ましい活動を續け
て來たが…技術の練習，規則の研究等にはげみ…能代
の籠球普及に盡力することになり，会長には明治神宮
大会連續五回出場の球藶を持つ小林養助氏（能代實敎
員）副会長には能工出身の今野悌助氏をそれぞれ決定
新發足することになった」と伝えられている（北羽新
報・1947年 3 月22日）．

注32）新聞報道によれば，1946年は「能代高女―能代實業
第一回籠球定期戰（北羽新報・ 2 月23日），能代中等
排球籠球定期戰復活 / 能中辛勝す（北羽新報・ 3 月 3
日），全縣女子中等學校並敎職員籠球大會（秋田魁新
報・ 3 月24日），戰時中，中絶してゐた能代市山本郡
一般男女籠球選手權大會第三回大會繼続再開（北羽新
報・ 5 月 5 日），縣北女子中等學校籠球大會（北羽新
報・ 9 月14日），郡敎育會主催第四回全郡小學校籠球
大會（北羽新報・11月17日）」などが開催された．さ
らに，1947年になっても，「秋木機械体育部主催第一
回縣北籠球大會（北羽新報・ 4 月13日），能代市山本
郡籠球協會主催第六回能代市山本郡籠球選手權大會

（北羽新報・ 5 月11日）…」と，まさに立て続け状態
であった．これを地元紙は「咲くスポーツの花」（北
羽新報・1947年 4 月26日），「花花スポーツ」（北羽新
報・1947年 5 月13日）と表現している．

注33）「第一回を二十三日に行ひ盛會であった第二回目を
三十日午前九時より能工体操場で開催する豫定で同志
の遠慮ない参加を望んでゐる…」と伝えられている

（北羽新報・1947年 3 月25日）．
注34）加藤氏は「幼いときに熱中していたのはスキーだっ

たが，父に懇願してようやく買ってもらったレース用
の靴のサイズが身体の成長と合わず，スキーはあきら
めざるをえなかった．そして，スキーから離れた私が
中学の体育館でする遊びといえば，バスケットボール
であった」と述懐している（自著「高さへの挑戦」秋
田魁新報社，p.41～42）．

注35）1947年に創立され，米田国民学校内に分校が設けら
れた（藤里町役場〈2013〉町村施行50周年記念 藤里
町のあゆみ年表）．「粕毛中学校分校は米田小学校の併
設校だったので，玄関はちがっていても体育館は共用
だった」（キサの実娘へのインタビュー：2016年11月

30日，秋田県山本郡藤里町ご自宅にて）．
注36）「馬が水を飲むかどうかは馬次第なので，人は他人

に対して機会を与えることはできるが，それを実行す
るかどうかは本人のやる気次第である」，「いくら周り
が一生懸命になって勉強をさせようとしても，本人に
やる気がなければ効果はない」などの意味とされてい
る（山田雅量（2017）日英ことわざ文化事典．丸善出
版，p.196）．

注37）次のような説明がある．「雛が卵から孵化するとき，
雛が内からつつく頃合に，母鳥が外からつつく様を

『啐啄の機（啐啄同時）』といい，転じて，理想の教育
機会の比喩に使われている」（http://www.asahi-net.
or.jp/ 参照日2017年 7 月10日）．
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